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日本産科婦人科学会

PGT-Mに関する倫理審議会への意見

京都ダウン症児を育てる親の会

佐々木和子

pGT-Mに関する倫理審議会は現在、検査対象を拡大することを議論しています。そして、守るべき基本規

則を、 1)生まれてくる子の福祉を優先する。 2) Reproductive Health/Rightsを守る。 3)安全性に十

分配慮する。 4)優生思想を排除する。 5)商業主義を排除するo 6)人間の尊厳を守る。 7)自分の主張

を訴えるのではなく、それぞれの立場の方たちからの多様な意見に耳を傾ける。 8)現状でのPGT-M自体

の実施の可否、胚についての議論はしない。 9)できるだけOPENな形で行う。 1 0)できるだけ迅速に行

う。としています。

この検査は結果として遺伝性疾患を持つ胚を選び出し廃棄していますo本来ならば生まれてくる命の萌

芽です。この行為は、遺伝性疾患を持つ人の存在を否定し、それによって現在生活している人をも生きにく

くしています。よって、守るべき2)、 4)、 6)を守っていません。また、審議会の資料を読むと、当事者

の反対意見を聞く耳を持たず、今回の審議にあたっての当事者を、検査を希望し相談に来た人としている森

意的な在り方も7)を守っていないことになります。この検査を受けた人の意見や、専門家の意見から、検

査は決して安全とは言い切れず、多額(約990万円)の費用とPGT-Mを繰り返し実施した時間、女性の体へ

の多大な負担から、仕事をやめなければならないなど、広く情報を公開しているとはいえず、 3)、 5)、 9)、

も守っていません。

8)のP6T-M自体の実施の可否、胚についての議論は、 「検査そのものが差別を生み、優生思想を引き起

こす」と、今までも常に議論するよう、要望のある内容です。にもかかわらず「議論はしない」ということ

は、もともと検査対象拡大を進めることを大前提にした審議会であることは明白で、大きな怒りを感じます。

そして、検査対象拡大を1 0)で迅速に行う、となっていることに日本産科婦人科学会の目的が、いかに商

業的かがわかります。

日本産科婦人科学会はNIPTの実施施設拡大と規制緩和も進めていて、現在、国での審議となっていますo

13. 18. 2 1トリソミーを対象とした出生前検査の拡大も目論んでいて、 「命の選別」を利用した商業

主義に力を注いでいます。

私たちが「命の選別」に対し、反対の意見を始めて学会に届けてから2 5年が経ちます。

その間、新しい検査技術が出てくるたびに審議しているふりをしながら、マスコミを利用して宣伝し、検

査件数を伸ばし、障害のある人を追い詰めてきました。

戦後、国は旧優生保護法のもと不良な子孫の防止を目的に強制不妊手術を、母体保護法に改正するまで実

施してきました。この産む権利と人として尊厳を剥奪してきた行為を、今、日本産科婦人科学会が、検査と

いう形を変えて行っているとしか見えません。

地球上に生物が生れ約3 8億年。長い時間をかけ、遺伝子を変化させながら命をつなぎ、多様性を生んで

きた結果、全ての人が数十個の致死的遺伝子の変異を持っていると言われています。たまたま発現してしま

うことがあっても、自分を責めたり、社会から個人が責められることはあってならなく、全てが自然なこと

なのです。なぜ、そのことを伝え、自然に付き合って生きる為の方法をもっと研究しないのでしょうか。

「命を選別」する技術は差別を生み、責めと悲しみしか生みません。

・今一度、白紙の状態に戻し、障害のあるなしにかかわらず、一般生活者と真撃に議論をするべきです。

以上
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者(ある家系である遺伝

性疾患に注意を向けら
れるきっかけとなった、

臨床的に罷思した個人)

が存在し、同遺伝性疾患

の遺伝的保因者である
ことが証明された夫婦
に対して、体外受精によ

り得られた受精卵の遺
伝情報を評価する検査

着床前診断(受精卵診断)

母親から採った卵子と
精子を体外で受精させ、

細胞が4-8個に分裂し

た段階で、そのうちのl

-2個の細胞を取り出し

て遺伝子や染色体の変
異を調べる診断方法。調

べる遺伝子に変異のな
い受精卵を母体に戻し
ます。高度な技術で、 1

回でうまくいかないこ
とのほうが多い。本来、

卵子は毎月1個排卵し
ますが、検査の為複数の

卵子(多い時は十数個
も)を採卵します。その

為に排卵誘発剤という
ホルモン剤を時には大
量に使います。排卵誘発

剤は顔が腫れたり、疲れ

やくなるという女性の
身体に副作用がでます。

この検査は侵襲的でな
い、とか観血的でないか

ら良い、とか言います
が、採卵は繰り返される

ことも多く、女性の身体

にとても負担がかかる
検査です。

塑聖堂(新型出生前診断)

母体血を用いた新しい
出生前遺伝学的検査
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